
(57)【要約】

【課題】可撓性があり且つ耐久性が高いフレキシブル表

示素子を提供する。

【解決手段】有機ＥＬ層１と、有機ＥＬ層１の一面側に

設置された第１透明電極１１と、有機ＥＬ層１の他面側

に設置された第２透明電極１２と、第１透明電極１１の

一面側に設置された第１フレキシブル・ガラス基板２１

と、第２透明電極１２の他面側に設置された第２フレキ

シブル・ガラス基板２２と、側面をシールするシール材

３０とを具備する。

【効果】厚さ１０μｍ以上のガラス基板で挟むように光

学体層を封止するため、光学体層が必要とする低い酸素

透過度と低い水分透過度が得られ、耐久性が高くなる。

ガラス基板は、厚さ１００μｍ以下で、可撓性があるた

め、可撓性のあるフレキシブル表示素子と出来る。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
光 学 特 性 が 電 気 的 に 変 わ る 光 学 体 層 と 、 前 記 光 学 体 層 の 一 面 側 に 設 置 さ れ た 透 明 の 第 １ 電
極 と 、 前 記 光 学 体 層 の 他 面 側 に 設 置 さ れ た 第 ２ 電 極 と 、 前 記 第 １ 電 極 の 一 面 側 に 設 置 さ れ
た 厚 さ １ ０ μ ｍ ～ １ ０ ０ μ ｍ の 可 撓 性 を 有 す る 第 １ フ レ キ シ ブ ル ・ ガ ラ ス 基 板 と 、 前 記 第
２ 電 極 の 他 面 側 に 設 置 さ れ た 厚 さ １ ０ μ ｍ ～ １ ０ ０ μ ｍ の 可 撓 性 を 有 す る 第 ２ フ レ キ シ ブ
ル ・ ガ ラ ス 基 板 と を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る フ レ キ シ ブ ル 表 示 素 子 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ に 記 載 の フ レ キ シ ブ ル 表 示 素 子 に お い て 、 前 記 光 学 体 層 が 、 有 機 Ｅ Ｌ 層 で あ る こ
と を 特 徴 と す る フ レ キ シ ブ ル 表 示 素 子 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の フ レ キ シ ブ ル 表 示 素 子 に お い て 、 前 記 第 １ フ レ キ シ ブ ル
・ ガ ラ ス 基 板 お よ び 前 記 第 ２ フ レ キ シ ブ ル ・ ガ ラ ス 基 板 の 少 な く と も 一 方 に 補 強 樹 脂 層 を
積 層 し た こ と を 特 徴 と す る フ レ キ シ ブ ル 表 示 素 子 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ ま た は 請 求 項 ２ に 記 載 の フ レ キ シ ブ ル 表 示 素 子 に お い て 、 前 記 光 学 体 層 の 両 面 に
保 護 樹 脂 層 を 積 層 し た こ と を 特 徴 と す る フ レ キ シ ブ ル 表 示 素 子 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４ の い ず れ か に 記 載 の フ レ キ シ ブ ル 表 示 素 子 に お い て 、 前 記 フ レ キ シ
ブ ル ・ ガ ラ ス 基 板 は 、 パ イ レ ッ ク ス ・ ガ ラ ス 板 ま た は テ ン パ ッ ク ス ・ ガ ラ ス 板 を 研 磨 し て
厚 さ １ ０ μ ｍ ～ １ ０ ０ μ ｍ と し た も の で あ る こ と を 特 徴 と す る フ レ キ シ ブ ル 表 示 素 子 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 フ レ キ シ ブ ル 表 示 素 子 に 関 し 、 さ ら に 詳 し く は 、 可 撓 性 が あ り 且 つ 耐 久 性 が 高
い フ レ キ シ ブ ル 表 示 素 子 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 有 機 Ｅ Ｌ 層 と 、 有 機 Ｅ Ｌ 層 の 一 面 側 に 設 置 さ れ た 透 明 電 極 と 、 有 機 Ｅ Ｌ 層 の 他 面 側
に 設 置 さ れ た 電 極 と 、 透 明 電 極 の 一 面 側 に 設 置 さ れ た ガ ラ ス 基 板 と 、 そ の ガ ラ ス 基 板 に 被
せ て 全 体 を シ ー ル す る 凹 状 キ ャ ッ プ ガ ラ ス と を 具 備 し た 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 が 知 ら れ て い る （ 例
え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
他 方 、 有 機 Ｅ Ｌ 層 と 、 有 機 Ｅ Ｌ 層 の 一 面 側 に 設 置 さ れ た 透 明 電 極 と 、 有 機 Ｅ Ｌ 層 の 他 面 側
に 設 置 さ れ た 電 極 と 、 透 明 電 極 の 一 面 側 に 設 置 さ れ た 可 撓 性 を 有 す る フ ィ ル ム 基 板 と 、 そ
の フ ィ ル ム 基 板 に 被 せ て 全 体 を 被 覆 す る 保 護 層 と を 具 備 し た 可 撓 性 の あ る 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 が
知 ら れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ６ ３ ０ ７ ７ 号 公 報 （ 図 １ ）
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ３ ７ ０ ６ ４ 号 公 報 （ 図 １ ）
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 記 ガ ラ ス 基 板 と 凹 状 キ ャ ッ プ ガ ラ ス と を 用 い た 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 で は 、 有 機 Ｅ Ｌ 層 が 必 要 と
す る 低 い 酸 素 透 過 度 （ １ ０ － ４ ｃ ｍ ３ ／ ｍ ２ ／ ｄ ａ ｙ 以 下 ） と 低 い 水 分 透 過 度 （ １ ０ － ６

ｇ ／ ｍ ２ ／ ｄ ａ ｙ 以 下 ） を ガ ラ ス 基 板 と 凹 状 キ ャ ッ プ ガ ラ ス と が 有 し て い る た め 、 耐 久 性
が 高 い 。 し か し 、 可 撓 性 に 欠 け る 問 題 点 が あ る 。
他 方 、 上 記 フ ィ ル ム 基 板 と 保 護 層 と を 用 い た 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 は 可 撓 性 を 有 し て い る 。 し か し
、 有 機 Ｅ Ｌ 層 が 必 要 と す る 低 い 酸 素 透 過 度 と 低 い 水 分 透 過 度 を フ ィ ル ム 基 板 と 保 護 層 と が
有 し て お ら ず 、 耐 久 性 が 低 い 問 題 点 が あ る 。
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そ こ で 、 本 発 明 の 目 的 は 、 可 撓 性 が あ り 且 つ 耐 久 性 が 高 い フ レ キ シ ブ ル 表 示 素 子 を 提 供 す
る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
第 １ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 光 学 特 性 が 電 気 的 に 変 わ る 光 学 体 層 と 、 前 記 光 学 体 層 の 一 面
側 に 設 置 さ れ た 透 明 の 第 １ 電 極 と 、 前 記 光 学 体 層 の 他 面 側 に 設 置 さ れ た 第 ２ 電 極 と 、 前 記
第 １ 電 極 の 一 面 側 に 設 置 さ れ た 厚 さ １ ０ μ ｍ ～ １ ０ ０ μ ｍ の 可 撓 性 を 有 す る 第 １ フ レ キ シ
ブ ル ・ ガ ラ ス 基 板 と 、 前 記 第 ２ 電 極 の 他 面 側 に 設 置 さ れ た 厚 さ １ ０ μ ｍ ～ １ ０ ０ μ ｍ の 可
撓 性 を 有 す る 第 ２ フ レ キ シ ブ ル ・ ガ ラ ス 基 板 と を 具 備 し た こ と を 特 徴 と す る フ レ キ シ ブ ル
表 示 素 子 を 提 供 す る 。
上 記 第 １ の 観 点 に よ る フ レ キ シ ブ ル 表 示 素 子 で は 、 厚 さ １ ０ μ ｍ 以 上 の 第 １ フ レ キ シ ブ ル
・ ガ ラ ス 基 板 と 第 ２ フ レ キ シ ブ ル ・ ガ ラ ス 基 板 と で 挟 む よ う に 光 学 体 層 を 封 止 す る た め 、
光 学 体 層 が 必 要 と す る 低 い 酸 素 透 過 度 と 低 い 水 分 透 過 度 が 得 ら れ 、 耐 久 性 が 高 く な る 。 そ
し て 、 第 １ フ レ キ シ ブ ル ・ ガ ラ ス 基 板 と 第 ２ フ レ キ シ ブ ル ・ ガ ラ ス 基 板 と は 、 厚 さ １ ０ ０
μ ｍ 以 下 で 、 可 撓 性 が あ る た め 、 可 撓 性 の あ る フ レ キ シ ブ ル 表 示 素 子 と 出 来 る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
第 ２ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の フ レ キ シ ブ ル 表 示 素 子 に お い て 、 前 記 光 学 体 層 が
、 有 機 Ｅ Ｌ 層 で あ る こ と を 特 徴 と す る フ レ キ シ ブ ル 表 示 素 子 を 提 供 す る 。
上 記 第 ２ の 観 点 に よ る フ レ キ シ ブ ル 表 示 素 子 で は 、 厚 さ １ ０ μ ｍ 以 上 の 第 １ フ レ キ シ ブ ル
・ ガ ラ ス 基 板 と 第 ２ フ レ キ シ ブ ル ・ ガ ラ ス 基 板 と で 挟 む よ う に 光 学 体 層 を 封 止 す る た め 、
有 機 Ｅ Ｌ 層 が 必 要 と す る 低 い 酸 素 透 過 度 （ １ ０ － ４ ｃ ｍ ３ ／ ｍ ２ ／ ｄ ａ ｙ 以 下 ） と 低 い 水
分 透 過 度 （ １ ０ － ６ ｇ ／ ｍ ２ ／ ｄ ａ ｙ 以 下 ） が 得 ら れ 、 耐 久 性 が 高 く な る 。 そ し て 、 第 １
フ レ キ シ ブ ル ・ ガ ラ ス 基 板 と 第 ２ フ レ キ シ ブ ル ・ ガ ラ ス 基 板 と は 、 厚 さ １ ０ ０ μ ｍ 以 下 で
、 可 撓 性 が あ る た め 、 可 撓 性 の あ る フ レ キ シ ブ ル 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 と 出 来 る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
第 ３ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の フ レ キ シ ブ ル 表 示 素 子 に お い て 、 前 記 第 １ フ レ キ
シ ブ ル ・ ガ ラ ス 基 板 お よ び 前 記 第 ２ フ レ キ シ ブ ル ・ ガ ラ ス 基 板 の 少 な く と も 一 方 に 補 強 樹
脂 層 を 積 層 し た こ と を 特 徴 と す る フ レ キ シ ブ ル 表 示 素 子 を 提 供 す る 。
上 記 第 ３ の 観 点 に よ る フ レ キ シ ブ ル 表 示 素 子 で は 、 フ レ キ シ ブ ル ・ ガ ラ ス 基 板 に 補 強 樹 脂
層 を 積 層 し た こ と に よ り 、 フ レ キ シ ブ ル ・ ガ ラ ス 基 板 が 割 れ に く く な り 、 補 強 樹 脂 層 を 積
層 し な い 場 合 よ り も 高 い 可 撓 性 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
第 ４ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の フ レ キ シ ブ ル 表 示 素 子 に お い て 、 前 記 光 学 体 層 の
両 面 に 保 護 樹 脂 層 を 積 層 し た こ と を 特 徴 と す る フ レ キ シ ブ ル 表 示 素 子 を 提 供 す る 。
上 記 第 ４ の 観 点 に よ る フ レ キ シ ブ ル 表 示 素 子 で は 、 光 学 体 層 に 保 護 脂 層 を 積 層 し た こ と に
よ り 、 光 学 体 層 の 劣 化 を さ ら に 防 止 で き 、 耐 久 性 を 高 め る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
第 ５ の 観 点 で は 、 本 発 明 は 、 上 記 構 成 の フ レ キ シ ブ ル 表 示 素 子 に お い て 、 前 記 フ レ キ シ ブ
ル ・ ガ ラ ス 基 板 は 、 パ イ レ ッ ク ス ・ ガ ラ ス 板 ま た は テ ン パ ッ ク ス ・ ガ ラ ス 板 を 研 磨 し て 厚
さ １ ０ μ ｍ ～ １ ０ ０ μ ｍ と し た も の で あ る こ と を 特 徴 と す る フ レ キ シ ブ ル 表 示 素 子 を 提 供
す る 。
本 願 発 明 ら の 研 究 に よ れ ば 、 耐 熱 ・ 硼 珪 酸 ガ ラ ス で あ る パ イ レ ッ ク ス ・ ガ ラ ス 板 ま た は テ
ン パ ッ ク ス ・ ガ ラ ス 板 を 研 磨 す る こ と に よ り 、 厚 さ １ ０ μ ｍ ～ １ ０ ０ μ ｍ の 可 撓 性 を 有 す
る フ レ キ シ ブ ル ・ ガ ラ ス 基 板 が 歩 留 ま り 良 く 得 ら れ た 。 こ れ に 対 し て 、 青 板 ・ ソ ー ダ ガ ラ
ス や 白 板 ・ カ リ ガ ラ ス を 研 磨 し て も 、 厚 さ １ ０ μ ｍ ～ １ ０ ０ μ ｍ で 可 撓 性 を 有 す る フ レ キ
シ ブ ル ・ ガ ラ ス 基 板 は 歩 留 ま り 良 く 得 ら れ な か っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 図 に 示 す 実 施 の 形 態 に よ り 本 発 明 を さ ら に 詳 細 に 説 明 す る 。 な お 、 こ れ に よ り 本 発
明 が 限 定 さ れ る も の で は な い 。
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【 ０ ０ １ １ 】
－ 第 １ の 実 施 形 態 －
図 １ は 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る フ レ キ シ ブ ル 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 １ ０ ０ を 示 す 断 面 斜 視 図 で あ る
。 な お 、 図 １ で は 、 フ レ キ シ ブ ル 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 １ ０ ０ を 撓 ま せ て 示 し て あ る 。
こ の フ レ キ シ ブ ル 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 １ ０ ０ は 、 有 機 Ｅ Ｌ 層 １ と 、 有 機 Ｅ Ｌ 層 １ の 一 面 側 に 設 置
さ れ た 第 １ 透 明 電 極 １ １ と 、 有 機 Ｅ Ｌ 層 １ の 他 面 側 に 設 置 さ れ た 第 ２ 透 明 電 極 １ ２ と 、 第
１ 透 明 電 極 １ １ の 一 面 側 に 設 置 さ れ た 第 １ フ レ キ シ ブ ル ・ ガ ラ ス 基 板 ２ １ と 、 第 ２ 透 明 電
極 １ ２ の 他 面 側 に 設 置 さ れ た 第 ２ フ レ キ シ ブ ル ・ ガ ラ ス 基 板 ２ ２ と 、 側 面 を シ ー ル す る シ
ー ル 材 ３ ０ と を 具 備 し て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
フ レ キ シ ブ ル ・ ガ ラ ス 基 板 ２ １ ， ２ ２ は 、 パ イ レ ッ ク ス ・ ガ ラ ス ま た は テ ン パ ッ ク ス ・ ガ
ラ ス を 研 磨 し て 厚 さ １ ０ μ ｍ ～ １ ０ ０ μ ｍ と し た も の で あ り 、 可 撓 性 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
シ ー ル 材 ３ ０ は 、 有 機 Ｅ Ｌ 層 １ が 必 要 と す る 低 い 酸 素 透 過 度 と 低 い 水 分 透 過 度 を 得 ら れ る
程 度 に 厚 く し た エ ポ キ シ 系 樹 脂 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
－ 第 ２ の 実 施 形 態 －
図 ２ は 、 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る フ レ キ シ ブ ル 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ２ ０ ０ を 示 す 断 面 斜 視 図 で あ る
。 な お 、 図 ２ で は 、 フ レ キ シ ブ ル 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ２ ０ ０ を 撓 ま せ て 示 し て あ る 。
こ の フ レ キ シ ブ ル 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ２ ０ ０ は 、 有 機 Ｅ Ｌ 層 １ と 、 有 機 Ｅ Ｌ 層 １ の 一 面 側 に 設 置
さ れ た 第 １ 透 明 電 極 １ １ と 、 有 機 Ｅ Ｌ 層 １ の 他 面 側 に 設 置 さ れ た 第 ２ 透 明 電 極 １ ２ と 、 第
１ 透 明 電 極 １ １ の 一 面 側 に 設 置 さ れ た 第 １ フ レ キ シ ブ ル ・ ガ ラ ス 基 板 ２ １ と 、 第 ２ 透 明 電
極 １ ２ の 他 面 側 に 設 置 さ れ た 第 ２ フ レ キ シ ブ ル ・ ガ ラ ス 基 板 ２ ２ と 、 第 １ フ レ キ シ ブ ル ・
ガ ラ ス ２ １ の 一 面 側 に 積 層 さ れ た 第 １ 補 強 樹 脂 層 ５ １ と 、 第 ２ フ レ キ シ ブ ル ・ ガ ラ ス ２ ２
の 他 面 側 に 積 層 さ れ た 第 ２ 補 強 樹 脂 層 ５ ２ と 、 側 面 を シ ー ル す る シ ー ル 材 ３ ０ と を 具 備 し
て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
フ レ キ シ ブ ル ・ ガ ラ ス 基 板 ２ １ ， ２ ２ は 、 パ イ レ ッ ク ス ・ ガ ラ ス ま た は テ ン パ ッ ク ス ・ ガ
ラ ス を 研 磨 し て 厚 さ １ ０ μ ｍ ～ １ ０ ０ μ ｍ と し た も の で あ り 、 可 撓 性 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
補 強 樹 脂 層 ５ １ ， ５ ２ は 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト ・ フ ィ ル ム 、 ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト ・
フ ィ ル ム 、 ポ リ ア リ レ ー ト ・ フ ィ ル ム 、 Ｕ Ｖ 硬 化 型 樹 脂 な ど で あ る 。 厚 さ は 、 １ ０ μ ｍ ～
１ ０ ０ μ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
シ ー ル 材 ３ ０ は 、 有 機 Ｅ Ｌ 層 １ が 必 要 と す る 低 い 酸 素 透 過 度 と 低 い 水 分 透 過 度 を 得 ら れ る
程 度 に 厚 く し た エ ポ キ シ 系 樹 脂 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
－ 第 ３ の 実 施 形 態 －
図 ３ は 、 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る フ レ キ シ ブ ル 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ３ ０ ０ を 示 す 断 面 斜 視 図 で あ る
。 な お 、 図 ３ で は 、 フ レ キ シ ブ ル 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ３ ０ ０ を 撓 ま せ て 示 し て あ る 。
こ の フ レ キ シ ブ ル 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ３ ０ ０ は 、 有 機 Ｅ Ｌ 層 １ と 、 有 機 Ｅ Ｌ 層 １ の 一 面 側 に 積 層
さ れ た 第 １ 保 護 樹 脂 層 ４ １ と 、 有 機 Ｅ Ｌ 層 １ の 他 面 側 に 積 層 さ れ た 第 ２ 保 護 樹 脂 層 ４ ２ と
、 第 １ 保 護 樹 脂 層 ４ １ の 一 面 側 に 設 置 さ れ た 第 １ 透 明 電 極 １ １ と 、 第 ２ 保 護 樹 脂 層 ４ ２ の
他 面 側 に 設 置 さ れ た 第 ２ 透 明 電 極 １ ２ と 、 第 １ 透 明 電 極 １ １ の 一 面 側 に 設 置 さ れ た 第 １ フ
レ キ シ ブ ル ・ ガ ラ ス 基 板 ２ １ と 、 第 ２ 透 明 電 極 １ ２ の 他 面 側 に 設 置 さ れ た 第 ２ フ レ キ シ ブ
ル ・ ガ ラ ス 基 板 ２ ２ と 、 側 面 を シ ー ル す る シ ー ル 材 ３ ０ と を 具 備 し て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
フ レ キ シ ブ ル ・ ガ ラ ス 基 板 ２ １ ， ２ ２ は 、 パ イ レ ッ ク ス ・ ガ ラ ス ま た は テ ン パ ッ ク ス ・ ガ
ラ ス を 研 磨 し て 厚 さ １ ０ μ ｍ ～ １ ０ ０ μ ｍ と し た も の で あ り 、 可 撓 性 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
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保 護 樹 脂 層 ４ １ ， ４ ２ は 、 吸 水 性 粒 子 を 分 散 し た 紫 外 線 硬 化 型 樹 脂 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
シ ー ル 材 ３ ０ は 、 有 機 Ｅ Ｌ 層 １ が 必 要 と す る 低 い 酸 素 透 過 度 と 低 い 水 分 透 過 度 を 得 ら れ る
程 度 に 厚 く し た エ ポ キ シ 系 樹 脂 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
－ 第 ４ の 実 施 形 態 －
図 ４ は 、 第 ４ の 実 施 形 態 に 係 る フ レ キ シ ブ ル 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ４ ０ ０ を 示 す 断 面 斜 視 図 で あ る
。 な お 、 図 ４ で は 、 フ レ キ シ ブ ル 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ４ ０ ０ を 撓 ま せ て 示 し て あ る 。
こ の フ レ キ シ ブ ル 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 ４ ０ ０ は 、 有 機 Ｅ Ｌ 層 １ と 、 有 機 Ｅ Ｌ 層 １ の 一 面 側 に 積 層
さ れ た 第 １ 保 護 樹 脂 層 ４ １ と 、 有 機 Ｅ Ｌ 層 １ の 他 面 側 に 積 層 さ れ た 第 ２ 保 護 樹 脂 層 ４ ２ と
、 第 １ 保 護 樹 脂 層 ４ １ の 一 面 側 に 設 置 さ れ た 第 １ 透 明 電 極 １ １ と 、 第 ２ 保 護 樹 脂 層 ４ ２ の
他 面 側 に 設 置 さ れ た 第 ２ 透 明 電 極 １ ２ と 、 第 １ 透 明 電 極 １ １ の 一 面 側 に 設 置 さ れ た 第 １ フ
レ キ シ ブ ル ・ ガ ラ ス 基 板 ２ １ と 、 第 ２ 透 明 電 極 １ ２ の 他 面 側 に 設 置 さ れ た 第 ２ フ レ キ シ ブ
ル ・ ガ ラ ス 基 板 ２ ２ と 、 第 １ フ レ キ シ ブ ル ・ ガ ラ ス ２ １ の 一 面 側 に 積 層 さ れ た 第 １ 補 強 樹
脂 層 ５ １ と 、 第 ２ フ レ キ シ ブ ル ・ ガ ラ ス ２ ２ の 他 面 側 に 積 層 さ れ た 第 ２ 補 強 樹 脂 層 ５ ２ と
、 側 面 を シ ー ル す る シ ー ル 材 ３ ０ と を 具 備 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
フ レ キ シ ブ ル ・ ガ ラ ス 基 板 ２ １ ， ２ ２ は 、 パ イ レ ッ ク ス ・ ガ ラ ス ま た は テ ン パ ッ ク ス ・ ガ
ラ ス を 研 磨 し て 厚 さ １ ０ μ ｍ ～ １ ０ ０ μ ｍ と し た も の で あ り 、 可 撓 性 を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
保 護 樹 脂 層 ４ １ ， ４ ２ は 、 吸 水 性 粒 子 を 分 散 し た 紫 外 線 硬 化 型 樹 脂 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
補 強 樹 脂 層 ５ １ ， ５ ２ は 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト ・ フ ィ ル ム 、 ポ リ エ チ レ ン テ レ フ タ レ ー ト ・
フ ィ ル ム 、 ポ リ ア リ レ ー ト ・ フ ィ ル ム 、 Ｕ Ｖ 硬 化 型 樹 脂 な ど で あ る 。 厚 さ は 、 １ ０ μ ｍ ～
１ ０ ０ μ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
シ ー ル 材 ３ ０ は 、 有 機 Ｅ Ｌ 層 １ が 必 要 と す る 低 い 酸 素 透 過 度 と 低 い 水 分 透 過 度 を 得 ら れ る
程 度 に 厚 く し た エ ポ キ シ 系 樹 脂 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
－ 他 の 実 施 形 態 －
有 機 Ｅ Ｌ 層 １ の 代 わ り に 、 無 機 Ｅ Ｌ 層 や 液 晶 層 な ど を 設 け て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
－ フ レ キ シ ブ ル ・ ガ ラ ス 基 板 の 可 撓 性 の 試 験 例 －
（ １ ） 厚 さ ５ ０ μ ｍ ， 幅 １ ５ ｍ ｍ ， 長 さ ５ ０ ｍ ｍ の フ レ キ シ ブ ル ・ ガ ラ ス 基 板 を 片 持 梁 状
に ３ ０ ｍ ｍ 突 出 さ せ て 水 平 に 保 持 し 、 幅 方 向 の 中 央 か つ 長 さ 方 向 の 自 由 端 か ら １ ０ ｍ ｍ の
ポ イ ン ト に 荷 重 を か け て 撓 ま せ た と こ ろ 、 ポ イ ン ト を 約 １ ５ ｍ ｍ 押 し 下 げ る ま で 撓 ま せ る
こ と が 出 来 た 。
（ ２ ） 厚 さ ７ ０ μ ｍ ， 幅 １ ５ ｍ ｍ ， 長 さ ５ ０ ｍ ｍ の フ レ キ シ ブ ル ・ ガ ラ ス 基 板 を 片 持 梁 状
に ３ ０ ｍ ｍ 突 出 さ せ て 水 平 に 保 持 し 、 幅 方 向 の 中 央 か つ 長 さ 方 向 の 自 由 端 か ら １ ０ ｍ ｍ の
ポ イ ン ト に 荷 重 を か け て 撓 ま せ た と こ ろ 、 ポ イ ン ト を 約 １ ０ ｍ ｍ 押 し 下 げ る ま で 撓 ま せ る
こ と が 出 来 た 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 の フ レ キ シ ブ ル 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 に よ れ ば 、 厚 さ １ ０ μ ｍ 以 上 の 第 １ フ レ キ シ ブ ル ・ ガ
ラ ス 基 板 と 第 ２ フ レ キ シ ブ ル ・ ガ ラ ス 基 板 と で 挟 む よ う に 光 学 体 層 を 封 止 す る た め 、 光 学
体 層 が 必 要 と す る 低 い 酸 素 透 過 度 と 低 い 水 分 透 過 度 が 得 ら れ 、 耐 久 性 が 高 く な る 。 そ し て
、 第 １ フ レ キ シ ブ ル ・ ガ ラ ス 基 板 と 第 ２ フ レ キ シ ブ ル ・ ガ ラ ス 基 板 と は 、 厚 さ １ ０ ０ μ ｍ
以 下 で 、 可 撓 性 が あ る た め 、 可 撓 性 の あ る フ レ キ シ ブ ル 表 示 素 子 と 出 来 る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る フ レ キ シ ブ ル 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 示 す 断 面 斜 視 図 で あ る 。
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【 図 ２ 】 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る フ レ キ シ ブ ル 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 示 す 断 面 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る フ レ キ シ ブ ル 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 示 す 断 面 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 第 ４ の 実 施 形 態 に 係 る フ レ キ シ ブ ル 有 機 Ｅ Ｌ 素 子 を 示 す 断 面 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 　 　 　 　 有 機 Ｅ Ｌ 層
１ １ 　 　 　 　 第 １ 透 明 電 極
１ ２ 　 　 　 　 第 ２ 透 明 電 極
２ １ 　 　 　 　 第 １ フ レ キ シ ブ ル ・ ガ ラ ス 基 板
２ ２ 　 　 　 　 第 ２ フ レ キ シ ブ ル ・ ガ ラ ス 基 板
３ ０ 　 　 　 　 シ ー ル 材
４ １ 　 　 　 　 第 １ 保 護 樹 脂 層
４ ２ 　 　 　 　 第 ２ 保 護 樹 脂 層
５ １ 　 　 　 　 第 １ 補 強 樹 脂 層
５ ２ 　 　 　 　 第 ２ 補 強 樹 脂 層
１ ０ ０ 　 　 　 フ レ キ シ ブ ル 有 機 Ｅ Ｌ 素 子
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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料30。 要做。 [效果]由于将光学体层密封而夹在厚度为10μm以上的玻璃
基板之间，因此，能够获得光学体层所需的低透氧性和低透湿性，并提
高了耐久性。 由于玻璃基板的厚度为100μm或更小并且是柔性的，因此
它可以是具有柔性的柔性显示元件。 [选型图]图1
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